
４Ｑ 

３Ｑ 7Ｑ 1Ｑ 

２Ｑ 

２Ｑ 

５Ｑ 
7Ｑ 

1Ｑ 

４Ｑ 

２Ｑ 

５Ｑ 
7Ｑ 

1Ｑ 

４Ｑ 

合流式下水道改善事業事後評価 

１．改善後の江別浄化センターでの処理の仕組みについて 

（例：雨天時に緑町ポンプ場に7Ｑの流入があったと仮定した場合） 

 

①改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②改善後（降水量 ４Q＜4,000m3 の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③改善後（降水量 ４Q＞4,000m3 の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．改善効果のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．分流式下水道並みの考え方と対策前後の放流量・汚濁負荷量 
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合流区域を分流式下水道で整備した場合の、雨天時の放流量と放流汚濁負荷量 合流式下水道の改善前後の放流量と放流汚濁負荷量

改善後は分流式下水道並の汚濁負荷量を達成

分流式下水道の場合、雨天時は

汚水は汚水管を通して浄化セン
ターで処理されますが、雨水は雨

水管を通して未処理で石狩川に
放流されます。

合流式下水道の場合、大雨時は

越流セキから汚水混じりの雨水
が放流されますが、小雨時は全

て浄化センターで雨汚水とも処
理されます。
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図 １ 
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図 ３ 

ｸﾞﾗﾌ １ 分流式と仮定した時の放流量 ｸﾞﾗﾌ ３ 現状（合流式）の放流汚濁負荷量の対策前後 

ｸﾞﾗﾌ ２ 分流式と仮定した時の放流汚濁負荷量 ｸﾞﾗﾌ ４ 現状（合流式）の放流汚濁負荷量の対策前後 

 

① 緑町ポンプ場から浄化センターへの送水量が、３Ｑ→５Ｑに増量されたことで、図２ 

  のように大雨時の石狩川への「未処理放流水量が、４Ｑ→２Ｑに減少しました。」 

 

② 大雨時の浄化センターへの送水量が、滞水池（４０００ｍ3）に貯められる水量以内 

  ならば、図２のように「簡易処理水の発生はありません。」 

 

③ 滞水池が満水になった後も大雨が続いた場合は、図３のように簡易処理水が発生します 

  が、全体として見ると「未処理放流水が増えることはありません。」 

 

 ＊高級処理 →沈殿処理した下水を微生物反応を利用して生物学的にさらに処理すること 

 ＊簡易処理 →最初沈殿池で沈殿処理したのち塩素消毒処理をすること 

資料 １ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

評価実施年月日　平成26年12月

１．対象事業 江別市公共下水道合流式下水道緊急改善事業

２．実施主体 江別市

３．計画期間 平成17年～平成22年

４．対象事業の進捗状況

５．目標の達成状況と達成の見通し

【目標に対する達成状況】

【目標達成の見通し】

６．対象事業の整備効果の発現状況

７．事業の効率化に関する取り組み状況

８．今後の方針

　アメニティ送水量の抑制　　　　　　　 平成16年度完了

汚濁負荷の削減については、当初緊急改善計画の事業を実施しており、当初シミュレーション実施時の効果を発現し
ていると考える。また、雨天時の放流水質のモニタリング結果より、雨天時の放流水質は当初計画の雨天時放流水質
の平均値18mg/ℓを下回っている。(平成24年度実績)雨天時平均放流水質　BOD　12.0mg/L

②公衆衛生上の安全確保

①汚濁負荷量の削減

　浄化センターの一部滞水池化(4,000m3)　平成21年度完了

　ポンプ場の送水量アップ　　  　　　　平成22年度完了

　アメニティ送水量の抑制　　　　　　　平成16年度完了

　緑町ポンプ場に　きょう雑物除去施設を設置

②公衆衛生上の安全確保

　緑町ポンプ場の送水量アップ　　 　　平成22年度完了

③きょう雑物の削減

当面の目標（汚濁負荷量の削減、公衆衛生上の安全確保、きょう雑物の削減）に関する全ての対策が完了している。

事業の完了により、改善目標は達成済み。今後は適切な管理のもと施設の延命化を図り、合流式下水道からの放流水
の状況を継続的にモニタリングを実施する。また、長期的には発生源対策の充実を図るため関係者への情報提供（啓蒙
活動）を行っていく。

合流式下水道緊急改善事業事業評価シート

・スクリーンの設置により、本対策の効果は発現している。

きょう雑物除去技術において下水道新技術推進機構で審査・認定されている技術を採用した。
滞水池において既存施設の有効利用を図った。

緑町中継ポンプ場の送水量アップにより、平成24年度に実測した越流回数は9回であり、改善目標25回/年以下を達
成している。

③きょう雑物の削減

①汚濁負荷量の削減

改善項目 評価指標 対策前 改善目標 事後評価

緊急改善事業 合流式下水道改善率 0% 100% 100%

①きょう雑物の削減 スクリーン設置箇所数 0箇所 1箇所 1箇所

②公衆衛生上の安全確保 年間越流回数 51回 25回 25回

③汚濁負荷量の削減 BOD放流負荷量 98,534kg 65,421kg 65,225kg

27mg/L 18mg/L 18mg/L※平均水質

４．評価シート （修正版） 
５．合流式下水道の雨天時放流水質基準についての水質検査マニュアル（国土交通省）に準拠 


